
事業報告書（公開用）                      令和３年度提案型協働事業 

事業名称 
アクティブ系スポーツ 普及事業 

   ～オリンピック新競技 NEWスポーツとは～ 

団体名・代表者 播州アクティブスポーツ協会 代表 神成一志 

協働の相手方 姫路市 スポーツ振興室 
 

目 

的 

アクティブ系スポーツはテレビでよく見るので興味はあるが、どこで活動しているかわからない 

という言葉をよく聞きます。 

今回の企画でアクティブ系スポーツがより身近になり、プロモーションビデオ撮影や、 

体験会の会場になる場所のＰＲができ、姫路手柄スケートボードパークや白浜海岸を 

再認識していただけることも目的の一つです。 

内 

容 

アクティブ系スポーツの市民参加型体験会や、競技のプロモーションビデオ制作をし 

インターネット配信をして、来年 2022年度開催での 

アクティブスポーツフェスティバル（市民体験型）のプレイベントを開催する。 

事
業
経
過 

７月 14日 事業開始 

８月 10日 スキムボード SUPボード 体験会 撮影 

９月 12日 ダンススポーツ ブレイキン 体験会 練習会 開始 

９月 24日 スケートボード BMX 姫路スケートパーク 撮影 

11月３日 ボルダリング スケートボード BMX SUP ヨガ ランドスキム 体験会 撮影 

12月 19日 ダンススポーツ ブレイキン 発表会 

１月２日 編集 ビデオ制作 

３月 19日 反省会 来年度事業計画 

事
業
の
効
果 

「東京オリンピックで見てアクティブスポーツに大変興味を持っていましたが、今回体験さ

せて頂き今からこの競技を始めてみようかと思う」 

という言葉を多数頂きました。 

今までマイナー競技だったものが、一歩進めたと実感しています。 

今回の事業を開催することでオリンピック NEWスポーツが広く知れ渡り 

興味を持って頂けたものと思います。 

今
後
の
展
望 

参加者からは、「大変楽しかった」という言葉や「これからも参加したい」 

という言葉を頂きスタッフの励みとなりました。 

来年度以降、この事業を継続し２０２４パラリンピックへブレイキンをはじめとする 

NEW スポーツの普及、競技者の参加、そしてこれらの NEW スポーツと他のスポーツの連携に

尽力します。 
 

【実施団体の事業総括・感想等】 

事業計画案としては問題なく計画案ができたと思う。 

しかしコロナ感染症の為か募集をしても期待したほどの参加者にはならず 

数回、追加募集をかけることとなった。 

またイベントの直前に緊急事態宣言が発令となり延期に次ぐ延期というように 

イベントの日程とコロナの感染者増加の波のタイミングがあってしまったこともあり 

開催への道のりに苦労しました。 

参加者からは、大変楽しかったという言葉やこれからも参加したいという言葉を頂き 

スタッフの励みとなりました。来年度も継続する事業ですのでコロナの終息を祈るばかりです。 
 

【協働の相手となった所管課の感想等】 ※実施団体は記入しないでください 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会から新競技となった、BMX やボルダリング等

のアーバンスポーツを、市民に周知する事業を展開いただいたことで、新たなスポーツ分野の開拓

やスポーツ人口の裾野拡大に繋がる内容だったと思います。 

今後とも市民に体験の場を提供し、新たなスポーツの魅力を発信されることで、本市のスポーツ

振興に寄与することを期待しております。 

 


